
安心してタブレットを活用するために

家庭でのタブレット端末使用について

特別な支援が必要な児童・生徒へのサポート

　タブレット端末は、最初は学校で保管することに
なりますが、順次、持ち帰りを進めていく予定です。
安心して家庭でお使いいただけるよう、全ての端末
で有害サイトのブロックや利用できるアプリの制限
などのフィルタリング設定を行います。また、学校
では情報モラル教育を進めることで、児童・生徒が
自主的に利用をコントロールできるようになること
を目指していきます。

■聞き取り・書き取りが苦手な子へ
タブレットでは、音声の録音や、カメラ機能を使っ
た板書の撮影により、記録が取れるため、一人一人
に合った学習方法で授業に参加できます。

■聞こえにくい子へ
タブレットで視覚的な情報を十分に与えることで、
自分が必要な情報を活用できるようにサポートしま
す。

■集中したりじっとしたりすることが苦手な子へ
タブレットで図や言葉などを視覚的に見せること
で、児童・生徒が興味を持って、授業に取り組むこ
とができるようにします。

　特別な支援が必要な児童・生徒も、タブレット端末を活用することで、従来よりも学習の理解度を高めること
が期待されます。一人一人に寄り添い、児童・生徒が有効に活用できるようサポートしていきます。

■文章の意味の把握や文を読むのが苦手な子へ
絵や写真、動画やアニメーションなどの使用や、文
章の自動反転表示機能などを活用し、内容の理解と
読字をサポートします。

教育長 メッセージ　～ GIGA スクール構想に期待すること～

　三島版 GIGA スクール構想の実施にあたり、今後、児童・生徒が安全・安心にタブレットを活用できるように児童・
生徒の皆さんと保護者の皆さんへアンケートを行いました。ここでは、集まった感想や意見などの一部を紹介します。

・「ワード」などのソフトを子どものうちに使える
ようになってほしいです。

・情報を集め、上手に活用することを学んでほしいです。
・在宅授業や通学が難しい生徒への対応など、柔軟

な学習スタイルの実現を期待します。
・適切な使用方法に加えて、学校でネットや SNS

の危険性を教えてほしいです。

保護者の皆さんからのご意見・要望児童・生徒からの感想
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学部・助教、博士（情報科学・東北
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葉大学教育学部専任講師などを経て
現職。文部科学省ICT活用教育ア
ドバイザーなどを歴任。
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これからの
教育を考える

特集 三島版GIGAスクール構想

西島 玉枝
三島市教育長

・自主勉強の時にインターネットでいろいろ調べた
いです。

・タブレットで授業や宿題をすると楽しいです。
・自由に絵を描いたりとＰＣにはない機能があり楽

しいです。
・チャット機能を使って、気軽に質問ができるよう

になりました。

　これから子どもたちが生きていく社会は、人工知能などの新たな技術により、その在り
方が大きく変化する「Society5.0」の時代を迎えます。このような社会で活躍していくた
めには、学校教育においても、新たなＩＣＴ環境や先端技術を最大限に活用し、適切に使
う力を育んでいく必要があります。また、一人一人が持続可能な社会の担い手として、社
会の変化に柔軟に対応し、自らの力でよりよい社会を創り出すための「生きる力」を身に
付けていくことも重要です。そのため、子どもたちには、今回導入するタブレット端末を
活用し、自らの疑問点を追究したり、友達とのさまざまな議論により自己の考えを広げた
りしながら「主体的・対話的で深い学び」の充実につなげて欲しいと考えております。
　教育委員会といたしましては、引き続き、子どもたちの多様性を認め、可能性を引き出
す「個別最適な学び」と「協働的な学び」の実現に向け、ＧＩＧＡスクール構想を推進し
てまいりますので、市民の皆様にも、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

・写真を撮ったり、音や映像を録音・録画したりす
  る時は、必ず相手の許可（肖像権など）をもらう
・自分や他人の個人情報（名前や住所・電話番号など）
  をインターネット上に公開しない
・相手を傷つけたり、嫌な思いをさせたりするよう
  な書き込みは絶対にしないようにする
・インターネットで、不適切なサイトを見たり、投
  稿を行ったりしないようにする
・家に Wi-Fi 環境がある場合は、Wi-Fi に接続して
  使用する

 

タブレット使用ルール（一部抜粋）
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